
年度

授業の種類 実習 講師名

68回 時間数 135時間 ( 3単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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講義内容

各自が企業での実習

科目名 学外実習

授業回数

各自が企業での実習

各自が企業での実習

様々な製作経験を積み、それを校内での製作に応用できる。職場での円滑なコミュニケーションをとり、職業意識を身につけることができる。
実習先での経験をレポートにまとめることができる。実習先での製作経験をまとめ、全体の前でプレゼンテーションすることができる。

整形靴技術者として就職するにあたり、現場での経験を持つことは不可欠である。そこで、整形靴技術者としての職業意識の涵養、現場での
製作経験、様々な知識の吸収、職場でのコミュニケーション能力の獲得を目的に、各自が靴の製作現場で実習を行う。

各自が実習先を選択し、その現場での実習を行う。実習先の活動内容については、レポートにまとめる。また、そのレポートを元に実習での
製作経験や様々な製作方法についてまとめ、全体の前でプレゼンテーションする。

整形靴科2年
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

実習先からの評価＋実習報告書＋テクニカルレポート＋学外実習報告会でのプレゼンテーションで評価
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書籍名 著者名 出版社
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